
国立歴史民俗博物館研究報告　第 194集　2015年 3月

『日本書紀』編纂史料としての
百済三書

Baekje Three Manuals as “Chronicles of Japan” 
Compilation Historical Materials

仁藤敦史
NITO Atsushi

245

はじめに

❶研究史の整理と課題

❷百済三書の基礎的検討

おわりに

　本稿では，百済三書に関係した研究史整理と基礎的考察をおこなった。論点は多岐に渉るが，当
該史料が有した古い要素と新しい要素の併存については，『日本書紀』編纂史料として 8 世紀初頭
段階に「百済本位の書き方」をした原史料を用いて，「日本に対する迎合的態度」により編纂した
百済系氏族の立場とのせめぎ合いとして解釈した。『日本書紀』編者は「百済記」を用いて，干支
年代の移動による改変をおこない起源伝承を構想したが，「貴国」（百済記）・「（大）倭」（百済新撰）・

「日本」（百済本記）という国号表記の不統一に典型的であらわれているように，基本的に分注とし
て引用された原文への潤色は少なかったと考えられる。その性格は，三書ともに基本的に王代と干
支が記載された特殊史で，断絶した王系ごとに百済遺民の出自や奉仕の根源を語るもので，「百済
記」は，「百済本記」が描く 6 世紀の聖明王代の理想を，過去の肖古王代に投影し，「北敵」たる高
句麗を意識しつつ，日本に対して百済が主張する歴史的根拠を意識して撰述されたものであった。
亡命百済王氏の祖王の時代を記述した「百済本記」がまず成立し，百済と倭国の通交および，「任那」
支配の歴史的正統性を描く目的から「百済記」が，さらに「百済新撰」は，系譜的に問題のあった
⑦毗有王～⑪武寧王の時代を語ることにより，傍系王族の後裔を称する多くの百済貴族たちの共通
認識をまとめたものと位置付けられる。三書は順次編纂されたが，共通の目的により組織的に編纂
されたのであり，表記上の相違も『日本書紀』との対応関係に立って，記載年代の外交関係を意識
した用語により記載された。とりわけ「貴国」は，冊封関係でも，まったく対等な関係でもない「第
三の傾斜的関係」として百済と倭国の関係を位置づける用語として用いられている。
　なお前稿では，「任那日本府」について，反百済的活動をしていた諸集団を一括した呼称である
ことを指摘し，『日本書紀』編者の意識とは異なる百済系史料の自己主張が含まれていることを論
じたが，おそらく「百済本位の書き方」をした「百済本記」の原史料に由来する主張が「日本府」
の認識に反映したものと考えられる。
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